
SolidWorks 2010 の
新機能

サブスクリプションを更新することで、SolidWorks への投資を最適化できます。
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利 点 :
設 計 の 環 境 影 響 を 
SolidWorks 上でリアルタ
イムに把握できます。

利 点 :
製造図面をすばやく容
易に作成できます。

利 点 :
より迅速かつ柔軟に、
アセンブリを設計およ
び管理できます。

利 点 :
板金設計を拡張し、溶
接部品や他の板金部品
を組み込むことができ
ます。

利 点 :
マウスをわずかに動か
すだけで、頻繁に使用
する機能にすぐにアク
セスできるため、設計
効率が向上します。

S o l i d W o r k s  S u s t a i n a b i l i t y X p r e ss  
SolidWorks® SustainabilityXpress では、材料の生産、部品の
製造、および製品が使用され破棄される方法や場所が考慮さ
れます。

図 面 の 詳 細 設 定 のためのラピッド寸 法
新しいラピッド寸法ツールでは、図面ビューに寸法が挿入さ
れると寸法のマニピュレータが表示されます。このマニピュ
レータにより、寸法が自動的に均等に配置されるため、時間
と労力を節約できます。

アセンブリでのミラー構 成 部 品の機 能 強 化
FeatureManager® デザイン ツリーに追加される新しい構成部
品のミラーフィーチャーにより、ミラー化された構成部品と
元になる構成部品の関連が維持されるため、作業の効率化と
管理が容易になります。

マル チボディの 板 金 部 品 のサポート
SolidWorks 2010 では、複雑な板金設計の作成が簡素化され
ます。この新しい機能により、他の板金部品や溶接部品を含
む設計を組み込むことができます。

マウス動 作 によるヘッズアップ  ユ ーザ ー  インタフェース
SolidWorks 2010 では、マウス動作をコマンド実行のためのシ
ョートカットとして利用できるため、設計に集中することがで
きます。スケッチ、部品、アセンブリおよび図面用に、マウス
動作によるショートカットをカスタマイズできるため、CAD 
アプリケーションの操作ではなく設計に集中できます。
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利 点 :
エクスポートされる内
容をリアルタイムに確
認および編集できるた
め、エクスポートの作
業工数が大幅に削減さ
れます。

利 点 : 
コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ
ョ ン を 作 成 し 、 3 D 
ContentCentral への設計
データの自動的なアッ
プロードによって、そ
れらを共有できます。

利 点 :
イベントシーケンスを
使用してマシンの動作
を 検 証 す る こ と に よ
り、設計や分析の柔軟
性が向上します。

利 点 :
コンフィギュレーショ
ンに対するより柔軟な
管理とコラボレーショ
ンが可能です。

利 点 :
SolidWorks コンフィギ
ュレーションの再利用
により、ドキュメント
の作成時間が大幅に削
減されます。

板 金 の  D X F / D W G  へ の エ ク ス ポ ー ト 機 能
新しい DXF/DWG 出力機能を使用して、板金ファイルを .dxf ま
たは .dwg ファイルにエクスポートすることにより、製造工程用
ファイルの作成時間を短縮できます。このツールでは、エクス
ポートファイルに含まれる内容を確認および編集できるため、
ベンドラインや皿穴のエッジなどの不要なアイテムをすばやく
削除できます。

C o n f i g u r a t i o n  P u b l i s h e r 
Configuration Publisher により、モデルのコンフィギュレーシ
ョンをルールに従って作成できます。これにより、柔軟性が
向上し、より多くのコンフィギュレーションをモデルの使用
時にその場で作成できます。また、3D ContentCentral® への
設計データの自動的なアップロードにより、サプライヤは製
品モデルをすばやく共有できます。

イベントベースのモーションシミュレ ーション
時間に加えて、イベントやアクションをベースにモーション 
シミュレーションを作成します。時間だけでなく、前のタス
クの完了またはモーションセンサーのアクティブ化でアクシ
ョンをトリガできるようになりました。イベントベースのシ
ミュレーションにより、特にタイミングが不明な設計の初期
段階での柔軟性が向上します。

S o li dWo r k s  E n t e r p r i s e  PD  M  でのコンフィギュレ
ーションのサポートの 強 化
SolidWorks Enterprise PDM では、コンフィギュレーション
をユニークな部品番号として使用することで、1 つのファイ
ル内に複数の部品番号のリビジョンを保存できるようになり
ました。コンフィギュレーションの柔軟なリビジョンによっ
て、コラボレーションが拡張され、効率が向上します。

3 DV IA   C o m p o s e r  での  S o l i dWo r k s  コンフィギュ
レ ーションのサポート
3DVIA Composer で SolidWorks コンフィギュレーションが
サポートされるようになったため、SolidWorks データを容易
に再利用して、コンテンツが豊富なドキュメントを作成でき
ます。
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